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昨⽇（5 ⽉ 1 ⽇）SBS テレビ（静岡放送）および同社ネットニュースにて「爆発的⽕災

の原因は“洗剤から発⽣の⼤量の酸素”か」等の⾒出しを付した報道がなされたことに関して、
当社として下記の通りコメントを発表させていただきます。 
 
ネットニュースからの抜粋部分（警察のコメントとされる部分） 
「この爆発的な⽕災の原因について、警察は洗剤に含まれる過炭酸ナトリウムから発⽣し
た⼤量の酸素が⼯場内に充満したことで起きたとみていることが捜査関係者への取材で分
かりました。警察などは過炭酸ナトリウムを使った実験も⾏い、室内に酸素が充満すること
を確認したということです」 
 
１、爆発的燃焼に関する⼀致点の確認 

爆発的燃焼は酸素の供給を条件として発⽣したとの発⾔について当社の⾒解を述べま
す。本件は当社事故調査報告書 78〜79 ページ（添付資料１）に記載の通り、可燃性ガ
ス⽣成後に空気（酸素）の供給で形成される可燃性混合ガスの発⽣による気相爆発であ
ることを⽰しており、酸素供給という条件は⼀致していると確認しました。 
従いまして、警察の述べる「爆発的な⽕災」とは「可燃性混合ガスによる気相爆発」で
あると推測いたします。 

２、爆発的燃焼が過炭酸ナトリウムから発⽣した⼤量の酸素が関与していることについて 
上述の⼀致点から下記のコメントをいたします。 
気相爆発の前提は可燃性ガスが⽣成し滞留することが条件であること 
報告書 77 ページ（添付資料 2）に、可燃性ガスが⽣成し室内に滞留するには酸素濃度
の低下により消炎（⽕が消える）することが条件として記述されています。 
従って、可燃性ガスが⽣成し滞留したという事実があるのであれば、⽕災の燃焼部分に
対する継続的な酸素供給は無かったと⾒ることができます。仮に過炭酸ナトリウムの
組成物が⼤量の酸素を継続的に放出しているのであれば、消炎や可燃性ガスの滞留も
発⽣しません。 
酸素の供給は有ったが可燃性ガスも⽣成し滞留した、という現象には⽭盾が⽣じます。 
当社の事故調査委員を務められた、東京⼤学 ⼟橋律教授のコメントとして「炎が出て



いるならば、可燃性ガスは発⽣しても炎により燃焼し消費されてしまうため滞留しえ
ない。もし過炭酸ナトリウムが酸素を継続して供給しているのであれば、消炎せず可燃
性ガスは燃焼されてしまうため、可燃性ガスは滞留しないことになる」と述べておりま
す。 

 
 
本コメントに関するお問い合わせは下記の窓⼝でお受けいたします。 
 
レック株式会社 
法務部 ⽯嶋 
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